
374
2024.3.5

NO.

「DWAT出発式」
（P5に掲載）

秋田県介護人材確保対策調査研究事業の調査結果
概要について
『中学生の福祉の仕事セミナー』を開催しています
能登半島地震被災地への職員派遣状況
子どもの居場所づくりの充実・強化に向けて
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秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
秋
田

県
の
委
託
を
受
け
て
、介
護
人
材
の
確
保
、

特
に
外
国
人
介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

の
調
査
研
究
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

国
際
教
養
大
学
、
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
、
県
行
政
書
士
会
、
県
社
会
福
祉
法
人

経
営
者
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、
調
査
検

討
委
員
会
を
設
置
し
て
介
護
福
祉
事
業
を

行
う
法
人
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び

現
地
訪
問
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

だ
最
終
報
告
書
と
し
て
完
結
し
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
委

員
会
で
示
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

等
の
概
略
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、「
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス

提
供
法
人
調
査
」と「
外
国
人
介
護
職
員
受

け
入
れ
法
人
調
査
」の
２
種
類
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
「
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
法
人
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」は
、
９
月
末
に
秋
田
県
内

で
介
護
事
業
所
・
施
設
の
指
定
・
許
可
を

受
け
て
い
る
法
人（
※
訪
問
入
浴
・
訪
問

看
護
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
・
福
祉
用
具
貸
与
・

福
祉
用
具
販
売
・
居
宅
介
護
支
援
・
居
宅

療
養
管
理
指
導
を
除
く
）を
対
象
に
メ
ー

ル
と
郵
送
で
行
い
ま
し
た
。

　

６
１
６
法
人
を
対
象
と
し
て
、
３
０
４

法
人
か
ら
回
答
を
得
て
お
り
ま
す
の
で

約
49
％
の
回
答
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
に
も
県
で
同
様
の
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
質
問
項
目
を
同
じ

く
し
て
比
較
を
可
能
と
し
た
調
査
に
し
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
介
護
職
員
の
採
用
状

況
に
つ
い
て
は
、「
計
画
ど
お
り
に
採
用
で

き
て
い
る
」と
い
う
回
答
割
合
が
減
少
し
、

「
採
用
で
き
て
い
な
い
」と
い
う
回
答
割
合

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
職
員
の
人
員
配
置
の
現

状
に
つ
い
て
は
、「
不
足
し
て
い
る
」が

１
１
８
か
ら
１
３
６
法
人
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

介
護
職
員
に
関
し
て
は
、
現
場
で
不
足

し
て
お
り
、
確
保
も
難
し
い
と
い
う
現
状

が
読
み
取
れ
ま
す
。

　

な
お
、
施
設
別
に
分
類
し
て
み
た
と
こ

ろ
、
児
童
福
祉
、
障
害
、
訪
問
介
護
、
老

健
・
特
養
で
の
不
足
感
が
強
い
と
い
う
結

果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
施
・
検
討
し
て
い
る
人
員
確
保
の
取

組
に
つ
い
て
尋
ね
た
結
果
が
次
の
表
の
と

お
り
で
す
。

　

５
つ
ま
で
の
複
数
回
答
可
と
い
う
前

提
で
質
問
し
て
い
ま
す
が
、「
業
務
の
効

率
化
」「
休
暇
の
取
得
促
進
」が
増
加
し
て

お
り
、「
積
極
的
情
報
発
信
」「
キ
ャ
リ
ア
パ

ス
の
整
備
」が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

「
処
遇
の
改
善
」「
非
正
規
社
員
の
正
社
員

登
用
」も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。「
外
国

人
材
の
受
入
れ
」「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導

入
」は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
上
位
に
入

る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
外
国

人
材
の
受
入
れ
を
人
材
確
保
策
の
手
段
と

し
て
考
え
て
い
る
法
人
が
多
く
な
い
こ
と

は
分
か
り
ま
し
た
が
、
実
際
に
受
入
れ
し

て
い
る
法
人
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
等

を
尋
ね
た
結
果
が
次
の
表
で
す
。

秋
田
県
介
護
人
材
確
保
対
策

調
査
研
究
事
業
の
調
査
結
果

概
要
に
つ
い
て

124 83

62113

1　計画どおり採用できている
2　採用はできているが、計画数には未達
3　採用できていない

介護職員の採用状況

2023年

2019年

0％ 20％

96

118

40％ 60％ 80％ 100％

1　不足している
2　適正水準である
3　過剰である

介護職員の人員配置の現状

2023年

2019年

0％ 20％

136 155 9

118 113 62

40％ 60％ 80％ 100％

1　受入れ予定あり（受入れを希望する）
2　受入れに向け検討中
3　受入れする予定はない（検討もしていない）
4　未回答

外国人材受入れ予定

2023年

2019年

0％ 20％

4717 224 16

29 47 236 6

40％ 60％ 80％ 100％
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136 155 9

118 113 62

40％ 60％ 80％ 100％

1　受入れ予定あり（受入れを希望する）
2　受入れに向け検討中
3　受入れする予定はない（検討もしていない）
4　未回答

外国人材受入れ予定

2023年

2019年

0％ 20％

4717 224 16
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40％ 60％ 80％ 100％

項目／調査年 2019年 2023年
１　積極的情報発信（Web等活用） 223 85
２　非正規社員の正社員登用 162 104
３　介護助手の採用 41  39
４　短時間勤務の導入 106 126
５　処遇の改善 246 187
６　キャリアパスの整備 150 93
７　計画的な人材の育成 90 76
８　介護ロボットの導入 17 38
９　業務の効率化 101 147
10　休暇の取得促進 0 126
11　外国人材の受入 18 26
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こ
の
中
に
は
、
県
外
本
社
法
人
が
全
国

で
の
数
字
を
回
答
し
て
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、

現
在
秋
田
県
内
の
法
人
に
外
国
人
介
護
職

員
が
い
る
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
４
年
前
に
比
べ
て
外

国
人
材
を
受
け
入
れ
て
い
る
法
人
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

　

外
国
人
材
受
入
れ
ル
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
外
国
人
の
在
留
資
格
を
複
数
回
答
可

で
質
問
し
た
も
の
で
す
が
、
圧
倒
的
に
技

能
実
習
が
増
加
し
て
お
り
、
特
定
技
能
も

か
な
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
材
受
入
れ
国
籍
に
つ
い
て
前
回

調
査
で
は
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
４
か
国
で
し
た

が
、
そ
の
中
で
今
回
は
ベ
ト
ナ
ム
が
大
き

く
伸
び
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
増
え
て
お
り
ま
す
。

事
前
に
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
国
で
は
、

モ
ン
ゴ
ル
を
５
法
人
が
回
答
し
て
き
て
お

り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
も
４
法
人
が
回
答
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
外
国
人
材
の
受
入
れ
予
定
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、「
受
入
れ
予
定
あ
り（
受
入

れ
を
希
望
す
る
）」は
前
回
調
査
よ
り
か
な

り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
既
に
多
く
の
法
人
が
受
入
れ

を
開
始
し
て
い
る
と
い
う
状
況
を
反
映
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
受
入

れ
す
る
予
定
は
な
い（
検
討
も
し
て
い
な

い
）」が
前
回
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
こ
と

を
考
慮
す
る
と
、
積
極
的
で
は
な
い
と
解

釈
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 　

外
国
人
材
受
入
に
関
し
て
の
不
安
に

つ
い
て
は
、
４
つ
ま
で
の
複
数
回
答
可
と

い
う
前
提
で
質
問
し
て
い
ま
す
。「
指
導
役

と
な
る
職
員
の
負
担
増
へ
の
対
応
」「
受

入
費
用（
入
国
後
の
学
習
支
援
、
生
活
環

境
整
備
等
の
負
担
）」と
い
う
回
答
が
第
一

位
と
第
二
位
を
占
め
ま
し
た
。
前
回
の
調

査
で
は
、「
受
入
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
・
事

例
等
の
提
供
」が
第
一
位
、「
介
護
記
録
等
、

書
類
の
整
備
・
整
理
」で
し
た
の
で
、
大

き
く
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

不
安
が
具
体
的
な
疑
問
に
移
行
し
て
き
て

い
る
、
す
な
わ
ち
、
外
国
人
介
護
職
員
の

受
入
れ
が
よ
り
身
近
な
も
の
に
受
け
止
め

ら
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
と
分
析
し
ま
す
。

　

次
に
、「
外
国
人
介
護
職
員
受
け
入
れ
法

人
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
」に
つ
い
て
で

す
が
、
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
外
国
人
が
現

在
い
る
と
回
答
し
た
２
９
法
人
に
対
し
て

メ
ー
ル
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

回
収
状
況
は
、
現
在
受
入
れ
し
て
い
る

法
人
か
ら
は
18
法
人
、
過
去
に
受
入
れ
し

て
い
た
法
人
か
ら
は
２
法
人
か
ら
回
答
を

得
ま
し
た
。
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答

集
計
は
、
現
在
受
け
入
れ
し
て
い
る
と
回

答
し
た
18
法
人
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

外
国
人
介
護
職
員
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
次
ペ
ー
ジ
の
表
の
と
お
り
技
能
実
習
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Q　受入れ外国人の国籍
項目／調査年 2019年 2023年

1　中国 7 3
2　ベトナム 1 8
3　フィリピン 14  16
4　インドネシア 3 6
5　モンゴル 5
6　ミャンマー 4
7　ネパール 4
8　フランス 2
9　カンボジア 1
10　タイ 1
11　ウクライナ 1
12　スリランカ 1
13　コロンビア 1
14　インド 1

Q　外国人材受入れ状況について
項目／調査年 2019年 2023年

1　現在受入れしている 17 29
2　過去に受け入れたことがある 12 10
3　受入れしたことはない 288 265
4　未回答 1

Q　外国人材受入れルート
項目／調査年 2019年 2023年

1　特定活動（EPA） 3  3
2　在留資格「介護」 4 6
3　技能実習 7 17
4　特定技能 12
5　その他 18 13

Ｑ　外国人材受入に関しての不安は何ですか。(4つまで複数回答可）
項目／調査年 2019年 2023年

１　受入に関するノウハウ・事例等の提供 247 97
２　受入に関する相談窓口の充実 54  47
３　介護記録等、書類の整備・整理 172 104
４　日本人職員への理解 55 79
５　指導役となる職員の負担増への対応 121 164
６　利用者・家族への理解 106 83
７　処遇面 20 27
８　受入費用（入国するまで） 58 91

９　 受入費用
　　（入国後の学習支援、生活環境整備等の負担） 110 151

10　受入期間（国内滞在期間）の制限 48 44
11　受入期間終了後の外国人の定着 67  65
12　受入に関する情報量の不足 62 59
13　特になし 4  9
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生
が
多
い
状
況
で
す
が
、
特
定
技
能
も
次

に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
は
、
永

住
者
が
多
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
い
う
こ
と
か

ら
、
結
婚
等
で
過
去
に
秋
田
県
に
来
た
方

な
の
で
は
と
推
測
で
き
ま
す
。

　

国
別
で
は
ベ
ト
ナ
ム
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、ミ
ャ
ン
マ
ー
と
続
き
ま
す
。

　

受
け
入
れ
し
て
い
る
外
国
人
は
ど
の
施

設（
事
業
）で
ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い

る
か
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
５
人
を

除
い
て
１
２
７
人
が
介
護
業
務
と
回
答
し

て
い
ま
す
。

　

施
設
別
で
は
、
特
養
が
31
人
、
老
健
が

51
人
、
そ
の
他
高
齢
が
41
人
、
障
害
４
人
、

そ
の
他
５
人
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
特
養

と
老
健
は
社
会
医
療
法
人
・
医
療
法
人
で

な
い
と
で
き
ま
せ
ん
が
、
他
高
齢
事
業
に

つ
い
て
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
や
サ
高
住

が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
ま

す
。

　

不
安
の
多
か
っ
た
費
用
に
つ
い
て
は
、

技
能
実
習
生
１
人
に
つ
き
入
国
前
か
ら
就

労
開
始
時
ま
で
に
監
理
団
体
に
支
払
う
費

用
総
額
は
、
回
答
の
あ
っ
た
９
法
人
の
う

ち
、
最
高
は
１
２
０
万
円
、
最
低
が
40
万

円
と
い
う
こ
と
で
、
バ
ラ
ツ
キ
は
あ
り
ま

し
た
が
、
平
均
で
約
68
万
８
千
円
と
い
う

結
果
で
し
た
。
さ
ら
に
、
就
労
開
始
後
に

監
理
団
体
に
支
払
う
費
用
月
額
に
つ
い

て
、
こ
ち
ら
は
回
答
に
バ
ラ
ツ
キ
が
少
な

く
、
９
法
人
の
う
ち
、
最
高
は
６
万
円
、

最
低
が
４
万
円
と
い
う
こ
と
で
、
平
均
で

約
４
万
２
千
円
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

ま
た
、
外
国
人
介
護
職
員（
技
能
実
習

生
・
特
定
技
能
）と
日
本
人
介
護
職
員
の

給
与
差
に
つ
い
て
で
す
が
、
日
本
人
介
護

職
員
の
間
の
給
与
格
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。「
外
国
人
の

報
酬
を
日
本
人
と
同
等
額
以
上
に
す
る
こ

と
」が
入
管
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
当
然
の
結
果
で
あ
り
ま
す
。

　

外
国
人
介
護
職
員
受
入
れ
担
当
職
員
に

つ
い
て
は
、
回
答
の
あ
っ
た
14
法
人
中
、

専
任
職
員
を
置
い
て
い
る
が
５
法
人
、
置

い
て
い
る
が
専
任
で
は
な
い
が
６
法
人
、

現
場
で
対
応
は
し
て
い
る
が
明
確
に
担
当

職
員
を
置
い
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
と
い
う
の
が
２
法
人
で
し
た
。

　

住
居
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
回
答
を
寄

せ
た
14
法
人
中
13
法
人
で
住
居
を
確
保
し

て
お
り
、
住
居
の
確
保
が
物
理
的
に
も
資

金
的
に
も
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

受
入
法
人
を
訪
問
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
し
、
実
際
に
外
国
人
介
護
職
員
と
話
を

し
ま
し
た
。

　

日
本
に
来
て
、
１
年
以
内
の
職
員
で
も

十
分
日
本
語
で
会
話
が
成
立
し
ま
し
た
。

日
本
語
で
困
る
こ
と
は
秋
田
弁
と
い
う
共

通
し
た
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
ぜ
介
護
職
を
選
択
し
て
日
本
に
来
た

の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
回
答
は

ほ
ぼ
同
様
で
、
介
護
職
は
給
与
が
高
い
と

い
う
理
由
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

介
護
記
録
の
記
載
に
関
し
て
は
、
漢

字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
ナ
カ
タ
交
じ
り
の
日

本
語
で
し
っ
か
り
と
記
録
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。　

　

そ
の
評
価
も
、
若
く
て
優
秀
で
あ
り
、

早
く
か
ら
採
用
を
継
続
し
て
き
た
県
外
の

法
人
で
は
、
外
国
人
介
護
職
員
な
し
に
は

事
業
運
営
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
、

日
本
人
の
採
用
に
は
限
界
を
感
じ
て
お

り
、
完
全
に
外
国
人
介
護
職
員
が
戦
力
に

な
っ
て
い
る
と
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
は
、
調
査
結
果
が
示
す
と
お
り
、

外
国
人
介
護
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
は
後

塵
を
拝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
技
能
実
習
制
度
な
ど
の
変
更
も

予
定
さ
れ
不
透
明
な
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
外
国
人
介
護
職
員
の
採
用
を
中
長
期

的
な
選
択
肢
と
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

国籍／区分 技能実習 EPA 介護 特定 その他 永住 配偶者 合計
フィリピン 5  3 0 1 15  9 4 24
ベトナム 29  0  2 4 0 0  0 35
インドネシア 24 0  1 17 0 0  0 42
カンボジア 4 0 0 0 0 0 0 4
インド 3 0 0 2 1 0 0 6
ネパール 0 0  0  2  1  0  0  3
ミャンマー 5 0  0  12  0  0 0 17
中国 0  0 1 0 0 0 0 1
モンゴル 3 0 0  0 0 0 0  3

合計 73 3 4 38  17  9 4 135
※永住、配偶者は、その他の内訳である。

外国人介護職員の住居確保はどのように対応してい
ますか。

項目／調査年 2023年

１　アパートの⼀室等を借り上げしている 2

２　⼀軒家を借り上げしている 3

３　法人の寮で対応している 7

４　⼀軒家を購入している 1

５　 職員が個人で（⾃分の収入で）アパート
を借りている。 2
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本
会
で
は
、
県
内
の
中
学
生

を
対
象
に
、
福
祉
現
場
で
働
く

若
手
職
員
が
講
師
と
な
っ
て
学

校
を
訪
問
し
、
福
祉
の
仕
事
の

魅
力
を
お
伝
え
す
る
、「
中
学
生

の
福
祉
の
仕
事
セ
ミ
ナ
ー
」を
開

催
し
て
い
ま
す
。  

　

今
年
度
は
、
２
校
か
ら
申
込

み
が
あ
り
、
約
２
０
０
名
の
生

徒
と
教
職
員
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
キ
ャ
リ
ア

教
育
、
進
路
指
導
、
総
合
的
な

学
習
や
家
庭
科
な
ど
、
様
々
な

授
業
時
間
に
合
わ
せ
て
実
施
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

介
護
、
障
害
、
保
育
の
各
分

野
に
つ
い
て
、
福
祉
現
場
で
働

く
職
員
か
ら
、
仕
事
の
種
類
や

内
容
、
必
要
な
資
格
取
得
等
の

説
明
や
福
祉
の
現
場
で
の
実
体

験
談
等
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、

開
催
校
の
希
望
に
よ
り
分
野
を

選
択
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
講
師
の
手
配
や
調
整

は
本
会
が
行
い
、
開
催
校
に
費

用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会
場

は
、
教
室
や
体
育
館
、
校
内
の

多
目
的
ホ
ー
ル
等
、
セ
ミ
ナ
ー

を
受
講
す
る
生
徒
の
人
数
等
に

よ
り
設
定
し
、
保
護
者
の
参
加

も
可
能
で
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
中
学
生
に
将
来

の
職
業
選
択
の
一
つ
と
し
て
、
福

祉
の
仕
事
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
貴
重
な
機
会
で
す
。

　

来
年
度
も
年
度
始
め
か
ら
事

業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、

各
学
校
に
は
、
年
間
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
ご
活
用
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
参
加

申
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
の
被
災
地
に
、
災
害
派
遣
福
祉

チ
ー
ム『
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
』が
、
初
め
て
本
県
か

ら
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
、
介
護
福
祉
士
な
ど
の
福

祉
専
門
職
で
構
成
さ
れ
た
支
援
チ
ー
ム

で
、
災
害
時
に
避
難
所
に
入
り
、
避
難
者

の
福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
避
難
所
の
環
境

整
備
な
ど
、
配
慮
が
必
要
な
方
に
福
祉
支

援
を
行
う
も
の
で
す
。

　

１
月
30
日
、
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
に

お
い
て
出
発
式
が
行
わ
れ
、
第
１
班
と
し

て
３
人
の
チ
ー
ム
員
が
石
川
県
に
向
け
て

出
発
し
ま
し
た
。
当
初
は
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
本
部

付
け
で
、
避
難
所
を
巡
回
す
る
な
ど
の
情

報
収
集
活
動
を
行
い
ま
し
た
が
、
途
中
か

ら
志
賀
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
常
駐
し

て
２
月
９
日
ま
で
の
間
、
支
援
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
生
活
福
祉
資
金（
緊
急
小

口
資
金
）特
例
貸
付
業
務
の
支
援
の
た
め
、

本
会
職
員
２
名
が
１
月
30
日
か
ら
２
月
３

日
ま
で
、
珠
洲
市
に
お
い
て
窓
口
相
談
業

務
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

各
種
支
援
活
動
の
長
期
化
が
予
想
さ
れ

る
中
で
、
本
会
と
し
て
も
関
係
機
関
と
協

力
し
な
が
ら
今
後
も
被
災
地
支
援
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

『
中
学
生
の
福
祉
の
仕
事
セ
ミ
ナ
ー
』

『
中
学
生
の
福
祉
の
仕
事
セ
ミ
ナ
ー
』

　
　
　
　
　
　
　
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
を
開
催
し
て
い
ま
す

問合せ先

施
設
振
興
・
人
材
・
研
修
部
　

秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
１
８
）
８
６
４
―
３
１
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
１
８
）
８
６
４
―
２
８
７
７

能
登
半
島
地
震
被
災
地
へ
の

能
登
半
島
地
震
被
災
地
へ
の

職
員
派
遣
状
況

職
員
派
遣
状
況
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本
会
で
は
、
子
ど
も
の
食
や
学
習
等
の

支
援
を
通
じ
て
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

に
取
り
組
む
団
体
等（
以
下「
支
援
者
」と

い
う
。）の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、「
あ
き

た
子
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
以
下

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
い
う
。）を
構
築
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
組
を
充
実
・

強
化
さ
せ
る
た
め
、
今
年
度
、
県
が
実
施

す
る「
子
ど
も
の
未
来
応
援
居
場
所
づ
く

り
等
支
援
事
業
に
お
け
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
配
置
事
業
」を
受
託
し
、本
会
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
１
名
配
置
し
ま
し

た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
訪
問 

　

令
和
５
年
６
月
か
ら
10
月
に
か
け
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
各
支
援
者（
50
団

体
等
）を
訪
問
し
、
子
ど
も
食
堂
や
食
料

支
援
、
制
服
等
リ
ユ
ー
ス
な
ど
の
活
動
状

況
と
支
援
者
が
抱
え
て
い
る
課
題
の
把
握

を
目
的
と
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
９
月
に
は「
子
ど
も
食
堂
」、「
食

料
支
援
」、「
制
服
等
リ
ユ
ー
ス
」、「
学
習

支
援
」ご
と
に
活
動
状
況
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
結
果
を

基
に
、
11
月
に
情
報
交
換
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

情
報
交
換
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

や
工
夫
し
て
い
る
取
組
、
活
動
し
て
明
ら

か
に
な
っ
た
課
題
等
を
共
有
し
た
ほ
か
、

今
後
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
期
待
す
る
取
組

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
活
動
に
お
け
る
課
題 

◆
子
ど
も
食
堂
◆

　

・ 

食
材
の
確
保（
米
・
野
菜
と
比
べ
肉
・

魚
類
の
確
保
が
難
し
い
）

　

・ 

食
材
や
容
器
代
の
高
騰
に
よ
る
運
営

費
の
確
保

　

・ 

冷
蔵
、
冷
凍
食
品
の
保
管
場
所
、
公

民
館
等
で
実
施
す
る
場
合
の
食
器
等

の
保
管
場
所
の
確
保

　

・
ス
タ
ッ
フ（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）の
確
保

　

・
開
催
場
所
の
確
保
と
会
場
使
用
料
の
負
担

◆
食
料
支
援
◆

　

・
寄
附
さ
れ
た
食
料
品
の
偏
り

　

・
食
料
品
の
配
送
料
な
ど
運
営
費
の
確
保

　

・ 

フ
ー
ド
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
回
収
、
運
搬
が
困
難

（
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
設
置
場
所
を
増
や
せ
な
い
）

　

・ 

保
管
場
所
の
確
保
と
在
庫
管
理（
冷

蔵
・
冷
凍
庫
の
有
無
、
賃
借
料
の
負

担
、
消
費
期
限
の
確
認
な
ど
）

◆
制
服
等
リ
ユ
ー
ス
◆

　

・ 

制
服
等
の
在
庫
増
に
よ
る
保
管
場
所

の
確
保（
空
調
管
理
、
賃
借
料
負
担

な
ど
）

　

・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
の
負
担

　

・
制
服
等
の
在
庫
管
理

　

・ 

希
望
す
る
学
校
、
サ
イ
ズ
と
在
庫
の

偏
り

　

・ 

制
服
等
の
デ
ザ
イ
ン
変
更
に
よ
る
リ

ユ
ー
ス
制
服
の
取
扱
い（
学
校
で
着

用
不
可
の
場
合
は
廃
棄
料
の
負
担
）

　

・ 

柔
道
着
の
取
扱
い（
個
人
購
入
で
は

な
く
学
校
で
の
準
備
へ
）

◆
学
習
支
援
◆

　

・ 

教
員
Ｏ
Ｂ
や
大
学
生
等
の
指
導
者（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）の
確
保

　

・ 
利
用
者
の
確
保（
支
援
が
必
要
な
児

童
・
生
徒
へ
の
周
知
が
難
し
い
）

　

・ 

開
催
場
所
の
確
保
と
会
場
使
用
料
の

負
担

　

・
学
習
意
欲
の
向
上

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
期
待
さ
れ
る
こ
と 

　

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
、
支
援
者
が

継
続
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
取
組
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
場
所
や
保
管
場
所
の
確
保
、
運
営

費
等
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
は
、
市
町
村

行
政
に
対
し
て
協
力
を
働
き
か
け
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

制
服
の
デ
ザ
イ
ン
変
更
等
に
よ
る
リ

ユ
ー
ス
制
服
や
柔
道
着
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
県
・
市
町
村
教
育
委
員
会
等
へ
必

要
に
応
じ
て
要
望
書
を
提
出
し
て
い
く
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
で
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
登
録
・
調
整
機
能
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
一
括
で
行
う
な
ど
、
誰
で
も
気
軽
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
で
き
る
仕
組
み

づ
く
り
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
の
実
現
に
向
け
て
、
支

援
者
と
県
・
市
町
村
行
政
、
教
育
委
員
会
、

社
会
福
祉
協
議
会
等
と
の
意
見
交
換
の
場

を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
企
業
や
関
係
団

体
等
に
対
し
て
連
携
と
協
力
を
働
き
か
け

て
い
く
な
ど
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活

動
を
通
し
て
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の

充
実
・
強
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の

充
実
・
強
化
に
向
け
て
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◎
ご
寄
附
◎

・
秋
田
県
火
災
共
済
協
同
組
合　

様

	

２
２
４
，
８
０
９
円

・
タ
プ
ロ
ス
株
式
会
社　

様

	

３
０
０
，
０
０
０
円

　

・
匿
名　

様	

１
０
，
０
０
０
円

・
秋
田
県
ヤ
ク
ル
ト
連
合
会　

様

	

４
０
０
，
０
０
０
円

　・
北
都
銀
行
職
員
組
合　

様

	
２
０
，
０
０
０
円

・
匿
名　

様	
２
１
０
，
０
０
０
円

・
協
和
石
油
株
式
会
社　

様
	

１
０
０
，
０
０
０
円

・
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
２
５
４
０
地
区　

様

	

６
，
５
０
１
，
０
２
９
円

◎
物
品
預
託
◎

・
心
葉
（
齊
藤
光
子
）　

様

　
《「
愛
の
心
葉
」
カ
レ
ン
ダ
ー
１
２
１
部
》

　
　
　
　
　
　

➡

　

県
内
の
市
町
村
社
協
24
か
所
へ

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附
◎

・
公
益
社
団
法
人
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

様

	

２
８
，
７
０
０
円

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
杉　

様

	

５
１
，
１
２
４
円

・
秋
田
県
労
働
福
祉
協
議
会　

様

	

１
０
０
，
０
０
０
円

・
秋
田
春
光
懇
話
会　

様

	

４
１
，
３
５
２
円

・
金　

康
宏　

様

	

１
０
，
０
０
０
円

　善意の募集について
　県民の皆様、各企業・各種団体

様からの社会福祉へのご寄附をお

待ちしております。

問い合わせ先：総務企画部
☎（０１８）８６４-２７１１

皆 様 の 善 意 【令和５年12月９日から令和６年２月５日まで】
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国際ロータリー第2540地区　様
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協和石油株式会社　様
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